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株式会社 松本組
河道掘削工事 思川その１（安全川補）

MCブルドーザを
実際に試乗！！

栃木土木 監督員
整備部 荒川主査

今
回
の
栃
木
土
木
に
お

け
るIC

T

活
用
工
事
の
見

学
会
は
、
測
量
時
の
も
の

に
続
き
２
回
目
。

今
回
は
、
栃
木
土
木
事

務
所
技
術
職
員
に
加
え
、

測
量
・
設
計
・
施
工
会
社

や
管
内
市
町
、
近
隣
土
木

事
務
所
技
術
職
員
な
ど
、

約
80

名
が
参
加
。
質
疑

で
は
、
特
に
土
木
事
務
所

若
手
職
員
が
、
現
在
の
３

次
元
測
量
の
詳
細
な
ど
に

つ
い
て
、
積
極
的
に
質
問

し
ま
し
た
。

小規模土工でもICT施工を実
施しやすい環境とするため平
成30年2月1日に公表された
国交省の積算要領改定に基づ
き、県でも3月9日以降の発注
で適用が可能となります。
改定では、建機の実稼働率に
より費用を事後精算可能な積
算となります。

当
該
区
間
の
一
級
河
川
思
川
は
、

計
画
規
模
1
／
50

で
計
画
高
水
流

量
は
３
千
７
百
㎥
毎
秒
。

今
回
の

工
事
区
間
で
は
、
堤
防
整
備
は
概
ね

完
成
し
て
お
り
、
河
道
を
掘
削
し
て

河
積
断
面
を
拡
大
す
る
こ
と
で
、
さ

ら
な
る
治
水
上
の
安
全
確
保
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

今
渇
水
期
に
は
、
２
分
割
で
河
道

掘
削
工
事
を
発
注
し
て
お
り
、
各
工

事
９
千
㎥
の
掘
削
を
実
施
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

株式会社 保坂建築事務所
河道掘削工事 思川その２（安全川補）

わたしたちの街を育む

現場代理人濱野孝 現場代理人猪瀬賢吾

IC
T

活
用
工
事
を
施
工
す
る
に
当
た
り
発
注

者
と
の
協
議
を
重
ね
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

初
め
て
の
試
み
な
の
で
起
工
測
量
ま
で
若
干
時

間
を
要
し
た
と
思
い
ま
す
が
、
施
工
に
入
る
と

丁
張
設
置
不
要
に
よ
り
、
作
業
員
の
削
減
や
安

全
性
、
品
質
の
向
上
を
図
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
今
後
、
よ
り
多
く
の
関
係
者
にIC

T

活
用

工
事
に
携
わ
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

昨
年
も
同
様
な
河
道
掘
削
工
事
を
担
当
し
ま

し
た
が
、
一
般
的
な
施
工
方
法
で
実
施
し
た
た

め
、
丁
張
１
４
０
箇
所
、
出
来
型
検
測
写
真
３

０
０
枚
。
何
度
も
土
量
計
算
を
行
い
出
来
型
管

理
も
大
変
で
し
た
。

今
回
は
、IC

T

活
用
で
施
工
し
た
た
め
、
丁

張
や
計
算
、
写
真
等
の
作
業
が
削
減
さ
れ
、
建

機
作
業
も
大
変
施
工
業
者
の
助
け
に
な
り
ま
し

た
。 建

設
現
場
で
働
く
技
能
労
働
者
約
３
４
０
万

人
の
う
ち
約
１
１
０
万
人
の
高
齢
者
が
10
年
以

内
に
離
職
す
る
と
の
予
測
を
見
た
と
き
、
と
て

も
衝
撃
を
受
け
ま
し
た
。

国
を
挙
げ
て
建
設
産
業
の
生
産
性
向
上
を
図

ろ
う
と
の
機
運
が
高
ま
る
中
、IC

T

活
用
工
事
を

実
際
に
担
当
し
、
そ
の
良
さ
を
実
感
す
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。

現場に準備した２台の
ICT建機（マシンコントロ
ールブルドーザ）を参加者
の半数程度が実際に運転し
ました。
自動制御により、レバー

等を操作しなくとも、平坦
に掘削できる施工を体験し
ました。


